
 

インティグリティー研修会 開催要項 

沖縄県バスケットボール協会 

１．目  的：インテグリティの精神（誠実さ、真摯さ、高潔さ）を軸にした

人間力・指導力・組織力の向上を目指す 

２．主  催：沖縄県バスケットボール協会 

３．主  管：沖縄県バスケットボール協会 U１２部会 

４．日  時：令和６年８月１７日（土）１４時から１６時（１３時受付）  

※詳しい日程・時間は講師と調整中 

５．場  所：吉の浦会館（中城村） 

６．参加費 ：無料 

７．講  師：豊田 則成 

８．参加対象者：U12 部会に所属するチームから保護者または指導者１人以上 

９：講師プロフィール 

      ・滋賀県出身。 

・筑波大学大学院博士課程体育科学研究科修了。 

・日本バスケットボール協会Ｕ１２フェアプレイ促進グループで 

指導場面における暴言・暴力の根絶にも精力的に取り組む。 

・びわこ成蹊スポーツ大学副学長 

・びわこ成蹊スポーツ大学教授  

・JBA インティグリティー委員会会員 

10．：研修会の背景：子どものスポーツ 今も体罰がなくならない理由は 

桜宮高校の事件後、スポーツ界では体罰をなくす取り組みが続けら 

れてきました。 

日本バスケットボール協会でも、コーチたちに暴言暴力をしない 

誓いを立てさせました。 

また、過剰な勝利至上主義を抑えるため、補欠文化をなくし、すべ 

ての子どもたちに出場機会を与える“育成”を重視しています。 

それでも、まだ根強く暴言・暴力は残っていたのです。 

保護者にも暴言・暴力を容認する傾向も 

日本バスケットボール協会が行ったアンケート調査では、一部の保 

護者の間に体罰を容認する傾向もみられました。 

本研修会では繰り返し親世代が受けてきた暴言や暴力をともなう 

指導は過去のものだということに理解を求めます。 

そして子どもの結果を褒めるのではなく、そこに至るまでの過程を 

褒めるようにしてほしいと訴える研修会を開催します。 


